
校長だより                    ３月１日 廣渡一郎 

  

             ◆◇◆弥生◆◇◆            
 

 

●今日から弥生３月。「弥生」という名には少しばかり思い入れがあります。 

今から半世紀以上昔，私が保育園児だったころのこと。 

自宅の隣にときどき一緒に遊ぶ友達，一つ年下の女の子がいました。 

その子の名前が「弥生」ちゃん，でした。弥生ちゃんには妹がいたのですが，よく 

「私も妹も，そしてお母さんもみんな誕生日が３月３日なのよ」と話してくれていたこと 

を覚えています。 

 

●「弥生」のほかにも３月には次のような異名があります。 

 

▼花見月（はなみづき）→３月は桜が咲く時期ということから。 

▼花つ月（はなつづき）→多くの花がずっと咲いている月ということから。 

▼花惜月（はなおしみつき）→旧暦では１～３月が春。春が終わりを告げ， 

花が散る季節でもあることから。 

▼花飛（かひ）→花が飛ぶように散っていく月，ということから。 

▼禊月（けいげつ）→３月３日の上巳の節句が行われることから。 

▼竹秋（ちくしゅう）→この時期に竹の葉が黄色く色づくことから。 

▼晩春（ばんしゅん）→３月は春の最後にあたる月ということから。 

 

 朝晩はまだ寒さ厳しいのですが，陽がのぼりはじめるとまぶしいほどに明るく、 

あたたかくなります。春はもうすぐそこです。 

 

 


